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4.8.4	 国際連携  
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表 4.8-2	 JMOOC会員一覧（2014.2.21現在）  
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図 4.8-8	 JMOOCの組織  

 

 
図 4.8-9	 開講予定講義（JMOOCホームページより）  

 
 

表 4.8-2	 JMOOC会員一覧（2014.2.21現在）  
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表 4.8-3	 開講予定講義一覧（講座名と担当教員）  
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図 4.8-13	 MOOCの可能性調査結果例３	 	 	 	 図 4.8-14	 MOOCの可能性調査結果例４  

 

 
  

図 4.8-11	 MOOCの可能性調査結果例 1 図 4.8-12	 MOOCの可能性調査結果例２  
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5章  MOOC 及びオープンコースウェア（OCW）についての各大学の
取組状況  

 
 
 
5.1. 米国における状況 
 
5.1.1	 UCバークレイ  
 

(1) UCバークレイにおける OER公開  

	 米国 UC バークレイでは、OER の公開を長年にわたり推進している。ビデオ収録講義の配信事業
webcast.berkeleyを運営し、また Apple社の教育コンテンツ配信サービス iTunes Uや Google社の教育コ
ンテンツ配信チャンネル Youtube EDUにて、OERの制作配信を継続して実施している。 
	 webcast.berkeley は、1990 年代に大学内で進められた研究プロジェクトから生まれた。当時 UC バーク
レイでは、学生が録画した講義を視聴できるように VHS テープを用いていたが、これをインターネット経
由で視聴するビデオに置き換えるため、Berkeley Media Research Center (BMRC)が大学院生と共に
Berkeley Internet Broadcasting System(BIBS)を開発し、試験的に運用を始めた。BMRCは、2001年にバー
クレイ校における ICTの教育利用を統括する組織 Educational Technology Services (ETS)に統合された。
その後、BIBS の提供していたサービスが webcast.Berkeley に引き継がれ、現在に至るまで ETS が提供す
るサービスの一つとして運用されている。なお、webcast.berkeleyの運営は全て大学自前の資金により支え
られている。 
	 webcast.berkeleyの特徴は、ビデオ講義を収録し配信するプロセスをできるだけ自動化し、数多くの講義
コンテンツを配信している点である。UC バークレイでは大講義室を中心に、講義の音声や講義で使用する
スライドショーを自動的に収録する設備が備え付けられており、講師が講義を収録できる教室に割り振られ

た際に、ETS から講義を webcast.Berkeley に収録できること、そして収録を希望するか否かについての問
い合わせが、講師に向けてメールで自動的に通知される。この通知を行うシステムは学内で利用されている

LMS(Learning Management System: LMS)に組み込まれており、講師が収録に許諾すれば、講義時間に合
わせて講義は自動的に収録される。一部の教室にはビデオカメラも備え付けられており、収録時には ETSで
講習を受けた学生スタッフが教室へ出向き、収録作業を行う。録画データや音声データは、教室に置かれた

収録用の PCからコンテンツ管理サーバへと送られ、ETSのスタッフが収録内容を確認した上で配信される。
このように、教材制作を省力化することで、講義の公開に必要なコストを大幅に下げ、数多くの講義を配信

する仕組みを構築している。 
webcast.berkeleyで配信している収録講義のフォーマットは、以下 3種類である。 
 
1）講義音声のみ：教室のマイク等からの音声を自動的に収録する 
2）スクリーンキャスト：教室のマイク等からの音声と、講師が用いたスライドを動画データとして取り
込んだものを組み合わせた映像 

3）ビデオ講義：講師を捉えたビデオ映像 
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このうち、1）と 2）については、ETSが無料で収録を行う。3）については収録を依頼した学部等から ETS
に対し、一セメスター分の講義につき 2000 ドルの収録料支払われる。webcast.berkeley の運営費用は、年
間で約 70万ドルである。 
	 webcast.berkeley は、学生を主な利用者として想定している。UC バークレイの学生が、講義を受けた後
に録画された講義を見られるようにし、学びの質を向上させることが目指されている。2001年に学生に対し
て行われた調査では、学生は webcast.berkeleyのサービスを好意的に利用し、90％の学生が自らの学びの改
善につながっていると答えている。現在も webcast.berkeley は学生から肯定的に評価されており、
webcast.berkeleyは大学による学生のための取り組みとして支持されている。同時に、講義を公開すること
が世間の注目を集め、大学の存在を国際的に可視化することも結びついている。 
 
(2) UCバークレイにおける MOOC公開  

	 UC バークレイは 2012 年 7 月に edX での MOOC 開講を開始した。2014 年 3 月時点で edX 上で 18 の
MOOCを開講している。UCバークレイにおけるMOOCの取り組みは BRCOE (Berkeley Resource Center 
for Online Education)にて実施されている。BRCOEでは、学内の School of Informationの教員や大学院生
と連携しながら、MOOCの教材開発や edXのプラットフォームである Open edXの開発に取り組んでいる。
また学内向けに edX edgeという学内専用のMOOCサービスを提供しており、教員グループが講義で用いる
MOOCを制作し学内限定で公開している。その中の優れたMOOCを edX上に移行することが想定されてお
り、学内向け、学外向けの方向付けや役割分担をしながらMOOCの制作公開が推進されている。 
 
 
5.1.2	 カリフォルニア大学アーバイン校  

	 カリフォルニア大学アーバイン校（UCIrvine）では、同行が運用する OCWのうち、化学の講義コンテン
ツを再編した科目群として公開する試みを行っている。この取り組みは「OpenChemプロジェクト」と呼ば
れ、OCW上で提供されるコンテンツ（OER）の再利用の好例である。 
	 同プロジェクトのウェブサイト（http://ocw.uci.edu/openchem/）には、準備科目（1科目）、1年次科目（3
科目）、2 年次科目（4 科目）、3〜4 年次科目（5 科目）、大学院科目（3 科目）の計 16 科目のそれぞれに講
義ビデオ、試験、教科書、宿題等が整理され、オープンライセンス（CC-BY-SA）で提供されている。この
ように、これまで OCW 上で個別に公開されてきた科目群に連続性を持たせることにより、一連のカリキュ

ラムとして提供することが可能となっている。 
	 サイト上にはこれらのコンテンツを MOOC で提供しない理由として、化学分野はオンライン上だけで学
ぶことは不可能であり、最もよく教えられるのはラボであるためであると述べられている。従って、本プロ

ジェクトで提供されるコンテンツは、MOOCのように科目の提供期間等に縛られることなく、大学の授業や
学生の予復習での柔軟な利用を意図している。 
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5.2	 欧州における大学等の状況−１（EMOOCs2014報告） 
 

期	 間：2014年 2月 10日-14日（会議出席日程：2014年 2月 11日、12日） 
出張者：明治大学特任教授	 福原美三 
備	 考：当初の計画では 2月 9日に出発の予定であったが、2月 8日の関東地区での大雪の影響によ

り 2月 9日に成田空港までの交通手段が全く確保できなかったため、日程短縮を余儀なくさ
れた。その結果 2月 10日のセッションには不参加となった。 

 
5.2.1	 会議プログラム：別紙１参照  
 
5.2.2	 会議報告概要  
	 会議は本会場でのキーノートセッション（2/11 9:00-10:30, 16:00-17:00 2/12 11:00-12:30）以外は 4トラッ
クのパラレルセッションであったため、そのうち１トラックのみの参加となり、他のトラックについては調

査できていないが、Researchトラックと Experienceトラックについては論文集がWebサイト*に Upされ
ているためそちらを参照されたい。報告者は主として Policyトラックに参加した。 
 
 *参考 URL: http://www.emoocs2014.eu/ 
 
ヨーロッパでのMOOCプラットフォームには下記があるというのが共通認識となっている。 

• FUN (FRANCE UNIVERSITE NUMERIQUE)：フランス 
• FutureLearn：イギリス 
• iversity：ドイツ 
• miriada：スペイン 
• OpenupEd：EU 

 
それぞれの概要は以下の通り 
 
  

このうち、1）と 2）については、ETSが無料で収録を行う。3）については収録を依頼した学部等から ETS
に対し、一セメスター分の講義につき 2000 ドルの収録料支払われる。webcast.berkeley の運営費用は、年
間で約 70万ドルである。 
	 webcast.berkeley は、学生を主な利用者として想定している。UC バークレイの学生が、講義を受けた後
に録画された講義を見られるようにし、学びの質を向上させることが目指されている。2001年に学生に対し
て行われた調査では、学生は webcast.berkeleyのサービスを好意的に利用し、90％の学生が自らの学びの改
善につながっていると答えている。現在も webcast.berkeley は学生から肯定的に評価されており、
webcast.berkeleyは大学による学生のための取り組みとして支持されている。同時に、講義を公開すること
が世間の注目を集め、大学の存在を国際的に可視化することも結びついている。 
 
(2) UCバークレイにおける MOOC公開  

	 UC バークレイは 2012 年 7 月に edX での MOOC 開講を開始した。2014 年 3 月時点で edX 上で 18 の
MOOCを開講している。UCバークレイにおけるMOOCの取り組みは BRCOE (Berkeley Resource Center 
for Online Education)にて実施されている。BRCOEでは、学内の School of Informationの教員や大学院生
と連携しながら、MOOCの教材開発や edXのプラットフォームである Open edXの開発に取り組んでいる。
また学内向けに edX edgeという学内専用のMOOCサービスを提供しており、教員グループが講義で用いる
MOOCを制作し学内限定で公開している。その中の優れたMOOCを edX上に移行することが想定されてお
り、学内向け、学外向けの方向付けや役割分担をしながらMOOCの制作公開が推進されている。 
 
 
5.1.2	 カリフォルニア大学アーバイン校  

	 カリフォルニア大学アーバイン校（UCIrvine）では、同行が運用する OCWのうち、化学の講義コンテン
ツを再編した科目群として公開する試みを行っている。この取り組みは「OpenChemプロジェクト」と呼ば
れ、OCW上で提供されるコンテンツ（OER）の再利用の好例である。 
	 同プロジェクトのウェブサイト（http://ocw.uci.edu/openchem/）には、準備科目（1科目）、1年次科目（3
科目）、2 年次科目（4 科目）、3〜4 年次科目（5 科目）、大学院科目（3 科目）の計 16 科目のそれぞれに講
義ビデオ、試験、教科書、宿題等が整理され、オープンライセンス（CC-BY-SA）で提供されている。この
ように、これまで OCW 上で個別に公開されてきた科目群に連続性を持たせることにより、一連のカリキュ

ラムとして提供することが可能となっている。 
	 サイト上にはこれらのコンテンツを MOOC で提供しない理由として、化学分野はオンライン上だけで学
ぶことは不可能であり、最もよく教えられるのはラボであるためであると述べられている。従って、本プロ

ジェクトで提供されるコンテンツは、MOOCのように科目の提供期間等に縛られることなく、大学の授業や
学生の予復習での柔軟な利用を意図している。 
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(1) FUN 

—	 フランス教育省が立ち上げたプロジェクト、edX(Open edX)を使用している。 
—	 http://www.france-universite-numerique.fr/ 
—	 会場でフランス教育省のMs. Catherine Mongenetとコンタクトし、情報交換を行った。 
—	 20以上の大学を対象としてMOOCの配信を開始（フランス語での提供） 
—	 プロジェクトのスケジュールは以下の通り 

Ø 2013.7.12プロジェクト開始 
Ø 2013.10.2 最初の 25MOOCによるポータル立ち上げ 
Ø 2013.10.28 登録受付開始 
Ø 2014.1.16 最初の講座を開講 

—	 2013.2.5現在	 164,000人以上の登録者 
—	 今後の計画 

Ø 他のフランス語圏の国の勧誘 
Ø 会員大学への更なる開講促進 
Ø 企業との連携 
Ø フランス語圏の国々の連携強化 
Ø Erasmusを通じたヨーロッパ内連携 
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(2) Future Learn 

—	 Open University U.K.が設立 
—	 29のワールドクラスパートナー（26大学＋3文化機関：British Library, British Council, British 

Museum） 
—	 オンライン、モバイル、メディアのエキスパートによる設計構築 
—	 モバイルでの利用を優先したマルチプラットフォーム 
—	 ソーシャルラーニングを組み込んだ環境 
—	 企業スポンサーとして BTおよび IET 
—	 登録した人は 10000人、そのうち 60％が学習を開始、そのまた 84％が最初の課題を完了、複数の課題
を完了した人は 54％、修了した人は 15％ 

—	 学習者の 34％がソーシャルラーニングを活用 
—	 学習者の 88％が Good、Excellentと評価 
—	 30%がすぐに継続学習を希望、41％が 2,3週の内の継続学習を希望 
 

 

 
  

(1) FUN 

—	 フランス教育省が立ち上げたプロジェクト、edX(Open edX)を使用している。 
—	 http://www.france-universite-numerique.fr/ 
—	 会場でフランス教育省のMs. Catherine Mongenetとコンタクトし、情報交換を行った。 
—	 20以上の大学を対象としてMOOCの配信を開始（フランス語での提供） 
—	 プロジェクトのスケジュールは以下の通り 

Ø 2013.7.12プロジェクト開始 
Ø 2013.10.2 最初の 25MOOCによるポータル立ち上げ 
Ø 2013.10.28 登録受付開始 
Ø 2014.1.16 最初の講座を開講 

—	 2013.2.5現在	 164,000人以上の登録者 
—	 今後の計画 

Ø 他のフランス語圏の国の勧誘 
Ø 会員大学への更なる開講促進 
Ø 企業との連携 
Ø フランス語圏の国々の連携強化 
Ø Erasmusを通じたヨーロッパ内連携 
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(3) iversity 

—	 https://iversity.org/ 
—	 28コースを公開中、50万人の学習者を集めた。 
—	 ドイツ、ベルリンを拠点とするMOOCプロバイダー 
—	 設立は 2011年 7月であるが、2013年 10月にMOOCプラトフォームとして新たな展開を開始した。 
—	 VCからの出資を前提に展開している営利団体であり、これまでに 170万ユーロ（約 2.4億円） 
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(4) miriada 

—	 https://www.miriadax.net/home 
—	 サンタンデール銀行および同銀行が中核のコンソーシアムである UNIVERSIA、および telefonicaがス
ポンサー 

—	 スペイン，ポルトガル連合により中南米も包含 
—	 主要な特長 

Ø 登録学習者 50万人、登録している教員数 787人、ラテンアメリカの参加大学数 1232、修了率は
21.8％最高の修了率は 42.75％ 

Ø 公開コースは９８ 
Ø コースの分野は ITが 26％、心理学が 17％、言語が 17％、ビジネスと起業が 13％、数学が 10％、

教育学が６％、理工学が４％、その他 7％ 
 

 
 
  

(3) iversity 

—	 https://iversity.org/ 
—	 28コースを公開中、50万人の学習者を集めた。 
—	 ドイツ、、ベルリンを拠点とするMOOCプロバイダー 
—	 設立は 2011年 7月であるが、2013年 10月にMOOCプラトフォームとして新たな展開を開始した。 
—	 VCからの出資を前提に展開している営利団体であり、これまでに 170万ユーロ（約 2.4億円） 
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(5) OpenupEd 

—	 EUのプロジェクト 
−	 パートナー：フランス、イタリー、リトアニア、オランダ、ポルトガル、スロベニア、スペイン、英国	 

および EU外からロシア、トルコ、イスラエル 
−	 計画中のパートナー：キプロス、デンマーク、エストニア、フランス、ギリシャ、アイルランド、ポー

ランド、スロベニア、スペイン 
 
コース数：当初 40、現在 200近く、多様なテーマとレベル、12言語、固定期間と期間自由の国合わせ、20
〜200時間のコンテンツ、バッジ／修了証あるいは有償のフォーマルなクレジットの提供 
 
(6) 全体像  

	 a) 全ヨーロッパで配信された（予定を含む）MOOC講座 
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	 b）全MOOCコースとヨーロッパからのMOOC 

 
 
5.2.3	 会議報告詳細 (抄録 ) 
 
(1) 2/11 Keynote Session Two 

   Talk1 Simon Nelson, CEO, Futurelearn ltd, UK. 
−	 Simon Nelson氏の経歴：BBCにてラジオ部門でのディジタルプロジェクト、 
   ついでテレビで同様のポジションでの仕事に従事 
−	 MOOCのキーワード、Free, Open, Massive, Supported by fellow students, Online, Assisted, Routes to 

formal qualification, Available Globally 
−	 懐疑派と積極推進派に分かれる 
−	 懐疑派の主張：大学の負担が大きすぎる、MOOCの熱が冷めて初めて教育の未来がある、MOOCが成
長しつづけるかどうか疑わしい 

−	 積極推進派の主張：MOOCが高等教育変革の象徴になりうる、MOOCは革命的 
−	 FutureLearnの歩み：2012.12: 12大学で設立、2013.2:最初のWorkshop開催、2013.8:最初のコースβ
提供、2013.9: サイトオープン、2013.10:最初のコース本格提供、2013.11 最初のコース終了 

−	 Future Learn概要：Open University U.K.が核となり設立、29のWorld-classパートナー（26の U.K.
および海外の大学と 3の社会教育機関；British Library, British Council, British Museum）、オンライ
ン・モバイル・メディアのエキスパートによる設計構築、効果的な学習設計、マルチプラットフォーム

用の設計、ソーシャルウェブを組み込んだプラットフォーム 
−	 企業スポンサー：	 British Telecom, IET: The Institution of Engineering and Technology 
−	 最初の８コースの概要：	 登録者１万人、学習者（開始したもの）：60％（さらにこのうちの 86%が最初
のステップを完了、54%が複数のステップを完了、15%が修了） 

 
(2) 2/11 Session Three Policy Track: Internationalisation, capacity-building and collaboration with 

developing countries 

   Talk1 David Gago Saldaña, CSEV, Fundación Centro Superior para la Enseñanza Virtual, Spain. 
−	 unxと weprendoの２つのプロジェクト 

(5) OpenupEd 

—	 EUのプロジェクト 
−	 パートナー：フランス、イタリー、リトアニア、オランダ、ポルトガル、スロベニア、スペイン、英国	 

および EU外からロシア、トルコ、イスラエル 
−	 計画中のパートナー：キプロス、デンマーク、エストニア、フランス、ギリシャ、アイルランド、ポー

ランド、スロベニア、スペイン 
 
コース数：当初 40、現在 200近く、多様なテーマとレベル、12言語、固定期間と期間自由の国合わせ、20
〜200時間のコンテンツ、バッジ／修了証あるいは有償のフォーマルなクレジットの提供 
 
(6) 全体像  

	 a) 全ヨーロッパで配信された（予定を含む）MOOC講座 
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−	 目的：	 unx: 中南米におけるディジタル経済での起業支援、	 weprendo: 中南米での若手のイノベイ
ティブかつモバイル環境での起業支援 

−	 unxは中南米でのスペイン語＆ポルトガル語による学習＆起業支援プラットフォーム 
 
(3) 2/12 Keynote Session Four 

a) Talk1 Carolina Jeux, CEO, Telefónica Learning Services, Spain. 

−	 欧米でのMOOCイニシアティブ：	 米国西海岸のCoursera, Udacity,東海岸の edX, 英国のFutureLearn, 
スペイン／ポルトガルと中南米の miriada,ドイツの iversity, EU全体の OpenUpEd 

−	 ヨーロッパ全体のMOOCは 394(内訳	 ポルトガル：2, スペイン：151, フランス：53, スイス：26、イ
タリー：6、ベルギー：7、オランダ：15、ドイツ：50、英国：85、トルコ：3、アイルランド：1、スロ
ベニア：1、デンマーク：14、ノルウェイ：1、フィンランド：5、エストニア：1、リトアニア：1、ロ
シア：15) 

−	 miriadaのデモグラフィック 登録学習者数：501210、登録教員数：787、参加中南米大学数：1232、2013
年 12月以降の修了者数：837、提供済コース数：98（分野：ITが 26％、心理学が 17％、言語が 17％、
ビジネスと起業が 13％、数学が 10％、教育学が６％、理工学が４％、その他 7％）、修了率：21.8％ 

 

b) Talk2 Fred Mulder, UNESCO Chair in OER at OUNL / Leader OpenupEd 

−	 Fred Mulder氏は UNESCO/ICDE Chair in OER at OUNL(OUNL前 Rector)で EADTUの OpenupEd 
Initiativeの Chair 

−	 2014.9.25に 2014-2020の予算獲得 EU: Opening up Education) 
−	 狙いは Innovative teaching and learning for all through ICT、と Refreshing/modernizing EU 

education through OER 
−	 キーワード：Digital compentencies, infrastractures, interoperability, Equity, quality, visibility, 

licensing, certifivcation 
−	 Pan-European OpenupEd MOOCs、4/25に立ち上げ：EATDUと European Commisionの共同記者発
表 

−	 狙い：ヨーロッパの価値：Equity、Quality、Diversity 
−	 学習者中心、高品質学習素材、自己学習モデル、言語と文化の多様性 
−	 パートナー：フランス、イタリー、リトアニア、オランダ、ポルトガル、スロベニア、スペイン、英国	 

および EU外からロシア、トルコ、イスラエル 
−	 計画中のパートナー：キプロス、デンマーク、エストニア、フランス、ギリシャ、アイルランド、ポー

ランド、スロベニア、スペイン 
−	 コース数：当初 40、現在 200近く、多様なテーマとレベル、12言語、固定期間と期間自由の国合わせ、

20〜200時間のコンテンツ、バッジ／修了証あるいは有償のフォーマルなクレジット 
−	 展望：Coursera、edX、FutureLearnとの競争ではなく、全ての大学、政府、MOOCプロジェクト

(Initiative)に対してオープン、MOOCの世界に OpenupEd品質という基準を提供する、アフリカ、ア
ジア、ラテンアメリカの Open Universityとの連携、EUの HEへの近代化計画への貢献、 
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(別紙：EMOOCs2014プログラム) 

 
  

−	 目的：	 unx: 中南米におけるディジタル経済での起業支援、	 weprendo: 中南米での若手のイノベイ
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年 12月以降の修了者数：837、提供済コース数：98（分野：ITが 26％、心理学が 17％、言語が 17％、
ビジネスと起業が 13％、数学が 10％、教育学が６％、理工学が４％、その他 7％）、修了率：21.8％ 

 

b) Talk2 Fred Mulder, UNESCO Chair in OER at OUNL / Leader OpenupEd 

−	 Fred Mulder氏は UNESCO/ICDE Chair in OER at OUNL(OUNL前 Rector)で EADTUの OpenupEd 
Initiativeの Chair 

−	 2014.9.25に 2014-2020の予算獲得 EU: Opening up Education) 
−	 狙いは Innovative teaching and learning for all through ICT、と Refreshing/modernizing EU 

education through OER 
−	 キーワード：Digital compentencies, infrastractures, interoperability, Equity, quality, visibility, 
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−	 Pan-European OpenupEd MOOCs、4/25に立ち上げ：EATDUと European Commisionの共同記者発
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−	 学習者中心、高品質学習素材、自己学習モデル、言語と文化の多様性 
−	 パートナー：フランス、イタリー、リトアニア、オランダ、ポルトガル、スロベニア、スペイン、英国	 
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